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問題１ 次の文の（１）から（13）にあてはまる語句を書きなさい。（各２点） 

支笏湖は（ １ ）が全国第１位、（ ２ ）が全国第２位の湖です。また、日

本最北の（ ３ ）と呼ばれています。 

支笏火山は、約４万年前に巨大な噴火を起こし噴煙を（ ４ ）万メートル吹き

上げました。 

噴火による火砕流は、苫小牧付近で太平洋に流れ出ていた（ ５ ）川の流れを

変えさせるほどでした。 

その火砕流が固まり岩になったものが（ ６ ）と呼ばれ建築材などに利用され

ています。大量の噴出物を流し出し、その跡が陥没して大きな火口ができ、水がた

まり、支笏湖が誕生しました。 

このような湖を（ ７ ）湖と言い、釜や鍋というスペイン語で（ ８ ）を意

味する言葉からきています。モラップ近くの岸辺から湖底にかけては、火砕流堆積

物が冷えて固まり、四角い柱が並んでいるような地形の（ ９ ）がみられます。 

支笏湖周辺の山々は、西にはアイヌ語で頭のとがった岩山を意味する（ 10 ）

から名付けられた恵庭岳、東には風不死岳、頂上にプリン型の（ 11 ）（ドーム）

がある樽前山があります。 

支笏湖のヒメマス（チップ）は、明治時代に千歳のふ化場で働いていた（ 12 ）

氏より阿寒湖から支笏湖に移植されました。もともと支笏湖には、（ 13 ）と 

ハナカジカの２種類のみが生息していました。 

 

問題２  千歳が道内初となったものをすべて記号で答えなさい。（２点） 

ア 国立公園の指定 

イ コミュニティセンターの建設 

ウ 民間ディベロッパー方式による工業団地の造成 

エ 有料道路の開通 

    

問題３  千歳が道内平均を上回るものをすべて記号で答えなさい。（２点） 

 ア 下水道普及率 

 イ 市民１人あたりの都市公園面積 

 ウ 出火率（人口１万人あたりの出火件数） 

 エ 持ち家率 
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問題４「道の駅サーモンパーク千歳」の説明で正しいものをすべて記号で答えなさい。 

ア 「カナディアン水車」が隣接して設置されている。 

イ サーモンパーク内には、「千歳サケのふるさと水族館」がある。 

ウ 平成 17 年６月にオープンした道内 85 番目の道の駅。 

エ 平成 27 年８月にリニューアルオープンした。 

 

問題５ 千歳市が行っている社会福祉の取組で間違っているものをすべて記号で答

えなさい。（２点） 

 ア 平成 24 年 11 月に「花園コミュニティセンター」を開所した。 

 イ 平成 26 年４月に「しあわせサポートセンター」を開所した。 

 ウ 平成 27 年３月に「第４期千歳市地域福祉実践計画」を策定した。 

 エ 平成 27 年３月に「第１期千歳市子ども・子育て支援事業計画」を策定した。 

 

問題６ 千歳市の現在の総合計画（第６期総合計画）が目指す将来都市像「みんなで

生き生き 活力創造都市 ちとせ」の「みんなで」の説明として正しいものを記号

で答えなさい。（２点） 

ア 市民・企業・行政のそれぞれの役割を果たしながらの連携。 

イ 市民・市民団体・事業者・行政のそれぞれの役割を果たしながらの連携。 

ウ 市民・町内会・行政のそれぞれの役割を果たしながらの連携。 

エ 市民ひとり一人が主体で役割を果たしながらの連携。 

 

問題７ 次の文の（１）から（３）にあてはまる語句を書きなさい。（各２点） 

市内には５つのＪＲ旅客駅があり、平成 25 年度のＪＲ駅別乗車人数は（ １ ）

駅が道内第４位、（ ２ ）駅が第８位になりました。 

平成 25 年には、道央自動車道に（ ３ ）インターチェンジが開通しました。 
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（２点） 



 

 

問題８ 次の文の（１）から（11）にあてはまる語句を書きなさい。（各２点） 

千歳地域の縄文時代のようすは、内別川付近の約７千年前の人々の生活の跡であ

る（ １ ）、約 3,200 年前に作られた地表面から確認できる日本一大きなお墓で

ある（ ２ ）などの国指定史跡で知ることができます。 

江戸時代には、幕府はシコツ川（現在の千歳川）に４か所の（ ３ ）を置いて

アイヌの人たちと交易が盛んに行われていました。この頃、鶴が多く住んでいたこ

とから千歳と命名され、このいきさつは（ ４ ）に記録されています。 

明治 13 年には、（ ５ ）が初代戸長となり戸長役場が置かれ、明治 20 年代 

初めには（ ６ ）により千歳で初めて稲作が行われました。 

明治 43 年には（ ７ ）が千歳川の水資源を利用した発電所を建設しました。 

大正４年には、千歳村、（ ８ ）、蘭越村、烏柵舞村が合併し、新生千歳村と 

して２級町村制が施行されました。 

大正 11 年には、中川種次郎を組頭にした（ ９ ）が創設されました。 

昭和（ 10 ）年には、千歳海軍の航空隊の配備による人口の増加が続き千歳町

に昇格しました。 

昭和 33 年には、市制が施行され、（ 11 ）が誕生しました。 

 

問題９ 次の文を読んで問いに答えなさい。 

 千歳市には国指定重要文化財と、①市指定文化財があり、国指定重要文化財には

②土面と動物形土製品などがあります。また、市指定無形文化財には富山からの入

植者より伝えられたとされる（ １ ）があります。 

問１ （１）にあてはまる語句を書きなさい。（２点） 

 

問２ 下線①に指定されている「蕨
わらび

手刀
て と う

」について正しいものをすべて記号で答え

なさい。（２点） 

 ア 石製の出土品。 

 イ 鉄製の出土品。 

 ウ 約 1,300 年前の東北地方の遺跡から多く発見された。 

 エ 約 2,300 年前のお墓から発見された。 

 

問３ 下線②が出土した場所を記号で答えなさい。（２点） 

ア ケヌフチ遺跡       イ シュクバイ遺跡  

ウ ナイベツ遺跡       エ ママチ遺跡 

3 

 



 

 

問題 10 次の文を読んで問いに答えなさい。 

千歳市は、平均年齢が平成 22 年の国勢調査で 41.3 歳となったことから「北海道

で一番（ １ ）まち」をキャッチフレーズとしています。民間事業所、①自衛隊、

官公庁に勤める人、②年間の転出入者がそれぞれ多く、③人口構成に占める男性の

割合が高い特色があります。 

問１ （１）にあてはまる語句を書きなさい。（２点） 

 

問２ 下線①について、平成 25 年現在、自衛隊員とその家族が人口に占める割合を

記号で答えなさい。（２点） 

 ア 約 15 パーセント  

イ 約 20 パーセント  

ウ 約 25 パーセント  

エ 約 30 パーセント 

 

問３ 下線②の平成 26 年の年間転出入者数の状況としてあてはまるものを記号で答

えなさい。（２点）  

 ア 転入者約 4,300 人、転出者約 4,500 人。 

 イ 転入者約 5,300 人、転出者約 4,900 人。 

 ウ 転入者約 5,600 人、転出者約 5,800 人。 

 エ 転入者約 6,200 人、転出者約 6,000 人。 

 

問４ 下線③について、平成 27 年 4 月 1 日現在の人口構成割合（年少人口（０歳～

14 歳）、生産年齢人口（15 歳～64 歳）、老年人口（65 歳以上））で、男性が女性を

上回るものを記号で答えなさい。（２点） 

 ア 年少人口・生産年齢人口 

イ 年少人口・老年人口 

ウ 生産年齢人口・老年人口 

エ 年少人口・生産年齢人口・老年人口 
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問題 11 次の文を読んで問いに答えなさい。 

①廃棄物の再資源化や処理は千歳市（ １ ）センターで行っています。 

平成 15 年から下水処理で発生する汚泥を処理する（ ２ ）センターを稼働し

ました。 

平成 26 年には千歳市など２市３町で②道央廃棄物処理組合を設立し、ごみ処理

の広域化に取り組んでいます。 

問１ （１）と（２）にあてはまる語句を書きなさい。（各２点） 

 

問２ 下線①について、次の表の（１）から（４）にあてはまるものを選択欄から選

び記号で答えなさい。（完全解答２点） 

実施開始年 平成 13 年 平成 18 年 平成 23 年 平成 24 年 

実施内容 （ １ ） （ ２ ） （ ３ ） （ ４ ） 

選択欄 

ア 家庭ごみの有料化開始  

イ 奨励金方式による集団資源回収システム開始  

ウ プラスチック製容器包装の分別収集開始  

エ ４種資源物の収集開始  

 

問３ 下線②の組合で整備が進められているものを記号で答えなさい。（２点） 

 ア 破砕処理施設 

イ 焼却施設 

ウ 埋立処分地 

エ リサイクル施設 

 

問題 12 次の（１）から（４）にあてはまるものを選択欄から選び記号で答えなさい。

（完全解答２点） 

人  物 高橋
たかはし

治
じ

太夫
た ゆ う

 渡部
わたなべ

榮藏
えいぞう

 秦
はた

 一明
かずあき

 羽太正羪
はぶとまさやす

 

業  績 （ １ ） （ ２ ） （ ３ ） （ ４ ） 

選択欄 

ア 公立千歳教育所の教員役を務めた。 

イ シコツの地名を千歳（千とせ）に改名したと言われる。 

ウ シコツ場所の守護神を京都伏見から稲荷社を祭祀した。 

エ 山三ふじやの創業者で、今日の千歳の産業の基盤をつくった。 
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問題 13 次の文を読んで問いに答えなさい。 

千歳は比較的火災や災害が少ない地域とされています。災害による被害を最小限

に抑えるため町内会などによる（ １ ）組織の結成が進められています。 

また、防災の拠点施設である①「そなえーる」が平成 22 年に開設されました。 

千歳で起こりうる災害は、地震災害、雪害、風水害、（ ２ ）災害、 

（ ３ ）災害があります。そのうち、地震災害では千歳の東側に直下型地震の

原因となる②活断層があるため、地震が発生した場合、最大震度 7の揺れが予測さ

れます。 

問１ （１）から（３）にあてはまる語句を書きなさい。（各２点・（２）と(３）順不同） 

 

問２ 下線①の施設の正式名称を書きなさい。（２点） 

 

問３ 下線①のキーワードを書きなさい。（順不同は不可）（２点） 

 

問４ 下線②の名称を書きなさい。（２点） 
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